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  A roO－year－old man was seen with gross hematuria and the urinary retention．

  X－ray showed gross stone in the right kidney，

  Nephrectomy was done， and the specimen was that of typical renal cell carcinoma occupying

the upper and middle thirds．

  20 cases of renal cell carcinoma associated with renal calculi were collected from the Japanese

literature and the pathogenesis， clinical feature3 and diagnosis were discussed．

       緒     言

 Grawitz’s tumorは腎腫瘍中最も多いもので，国内，

国外において多数の報告例をみる．しかしG氏腫瘍に

腎結石を合併した症例はまれである．われわれは腎結

石にて手術中に偶然発見した本症例を経験したので，

本邦における文献的考察とともに統計的考察を加えて

報告する．

      症     例

患者1木○通○ 男性 50才

初診：1972年8月21日

入院：1972年8月21日

主訴：血尿，尿閉

既往歴：27年前虫垂切除

    20年前月市糸吉核

 現病歴：！5年前腎結石を指摘されたが，そのまま放

置していた．1年前よりときどき血尿があり，2～3

ヵ月前より血尿と血塊がときどき出ていた，昨日夜急

に血尿があり，そのこ尿閉になる、

 現症：体格中等度，栄養中等度，体重58kg，身長

ユ64 cm，体温36．4。C，脈博78整，緊張良好，血．圧

158／90 mmHg，皮膚乾燥せず，発疹，浮腫，：黄疸な

どを認めない，全身のリンパ節は触知しない，口腔・

咽頭・喉頭に病的所見なし．心・肺に理学的異常所見

なし，肝・脾・腎を触知しない．膀胱部は尿閉のため

脹れている．前立腺は直腸診上異常なし．

 諸検査成績

 尿所見：血尿，比重1030，pH6，蛋白100mg／dl，

糖（一），ウPビリノーゲン（±），沈渣（強拡大）にて

赤血球多数，白血球5～10，扁平上皮10～15．

皿潅所見：ヘマトクリット40％皿色素阜94％
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（ザリー），赤血球476×IO4，白血球9700，白血球分

類（桿状核球3％，分葉核球73％，リンパ球21％，

単球2％，好酸球1％），出血時間2分2秒，凝固時

間開始5分31秒 終了8分30秒，プロトロンビン時

間13秒．

 腎機能：尿素窒素17mg／d1， クレアチニン1．4

mg／dl，尿酸4．8mg／dl， Na 136．5mEq／1， K 4．4

rnEq／1， Ca 4，3mEq／1．

 血液化学ll勺検査：クンケル3．9単位，チモール0．7

単位，コレステロール184mg／dl，アルカリ性フォ

スファターゼ90単位，GOT 11単位， GPT 11単位，

LDH 270単位，蛋白6．99／d1，総A／G比し9，
Al 66，2％， Gmcri 4．1， G－at2 8．7， G－B 7．69050， G－r

13． 4％．

 膀胱鏡所見：容量200ml以上，膀胱粘膜には炎症

所見なく，また腫瘍，結石なども認められず，右尿管

口より出血しているのがわかった，前立腺は軽度肥大

していた，
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 X線n）t：的検査所見：腎剖猟純撮影では右腎部にサン

ゴ状結石あ｝）（Fig．1），膀胱部単純撮影では結石の陰

影は認めない，経静脈性腎孟撮影は施行していない．

胸部X線検査上とくに異常を認めない．

 経過：以上の検査成績から右腎結石の診断のもとに

1972年8月27日全麻にて腰部斜切開にて腎部に達す

る．腎ド部は正常で結石をふれる．腎上部・中部は腫

瘍に変化していたので急きょ腎摘出術に変更した，腎

上議は副腎と強くゆ着していて，剥離困難なため副腎

とともに描出する．また腎茎部リンパ節郭清をおこな
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Table 1

症
報告者数

報告

@者

年次

性 年令 病側 主   訴 臨床診断

例

結石の性状
雛窪1腎重量

置

文  献

1隠 119・・男155左瞬，騙 上部 2）

2

3

原田・ほか

1！

1939

f！

女

男

59 右

42 右

倦怠感，右側側
腹部の牽引性疹
痛

血尿，右側下腹
部の庭面

腎腫瘍

腎腫瘍

帯黒褐色えんど
う大の穎粒状の
小結石
えんどう大の穎
粒状結石，黒禍
色蔭酸塩少量の
リン酸塩

中部
下部

中部
下部

400g 3）

370g 3）

・握・ほか「19・11男38右脳鶏酷お鶴甲網羅騒謬灘灰 日泌尿会誌
31：123， 1941

・瞬・ほか！95甥副官鍵 盤瘍 1耀箭網戸酬3959駆砦轡195，

6中 野11954男・6左麟左上腹膜腫瘍 難？鵜大1到・Q・gl賊騨95、

・越・ほか／95敬レ2一 結碓膿離1 日泌尿会誌
46：499， 1955

8

9

榊原・ほか1955
    1

男 68

北 村119571男155

三 無症候性血尿
1腎腫瘍

腎結石
小豆大4コ
顯粒状蔭酸石灰

列蘇’尿閉
奢腎腫瘍兼腎結1藻鰻毒麦嘉杢基

下部

 じ ゐワ     ド ノ 

甲州つ弓∪9

16）および泌
尿会誌
48 ： 406， 1957

17）

1・ 〟Eほか196・1男71 1右i血尿 置結石
腎腫瘍を疑う i螂 18）

11 P緋・ほかi1965女1・・1左羅羅白魏尿摩箭 目泌尿会誌
56 1 238， 1965

，・ 1弘中・ほか！・65回・・1不晦間 諜瘍 日泌尿会誌
56 ： l159， 1965

13志 賀11966女55右蘇・排流騰蔑 瞬 日泌尿会誌
57 ： 312， 1966

14 岡・ほか 1966 男 56 左 左側腹部鈍痛 結石性水腎症 上部 440g
日泌尿会誌
57 ： 321， 1966

  20）

15 鉛[・ほか1196・1男・・ 1出離鵠瀬鷺舞疑う）鷺魔 1 21・gレg）

1司酒
井1967男 67右無症候性出子賭鵬

          ［
結石3個 中部

日泌尿会誌
58 ： 675， 1967

17 大室・ほか 1971 女 52 右 血尿右側部十 一サンゴ状編長講纈 中部
上部
680g

日泌尿会誌
62 ： 407， 1971

臨泌
25：215， 1971

18 u・ほか1，9721男1 ・・左血尿・尿閉購石’腎鵬母指頭大・ 雫離141。・1灘琴／9，2

1g l ll
〃男56半睡羅凛欝硝鵬小指鰍・ 上部 4009

・・自験例1・g・2男・・ 右血尿・尿閉 サンゴ状結石 雛碧・1磯ゴ上部｝…91

い，手術を終る．術後抗癌剤を投与し，経過良好のた

め9月21日退院する．現在なお経過観察中である．

 右摘出腎所見

 1．摘出腎は重量280g，大きさ15．5×8．5x6．5cm

腎上部より中部にかけて，腫瘤形成を認め，表層部は

被膜におおわれ副腎との高度の癒着を認めたが，浸潤

はみられなかった（Fig．2）．

 2．割面：hydronephrosisを示し，腎孟内には3．5

×3cm，重さ！0．8gのサンゴ状結石をいれる．腫瘍

は腎上部に位置し，黄褐色調，充実性で，周囲正常腎

組織とはかなり明瞭に境されていた．腫瘍の一部には

壊死，出血巣の混在をみた（Fig．3）．

 3．顕微鏡所見：HE染色（4×10）腫瘍細胞群は

血管により包巣状にとりかこまれている （Fig．4）．

HE染色（10×10）腫瘍細胞は透明な細胞質を有し，

核は小型で異型，核分裂などの所見はみられない．

renal cell carcinoma（clear cell type）である（Fi g．

5）．

 結石成分：尿酸塩結石．KO、 7 mEq／1， Ca 4．Omg

／dl， IL4g O．4m．cr，／dl， Fe 208 r／dl．
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察

 Graw玉tz腫瘍も，腎結石も日常ありふれた疾患であ

るが，G腫瘍と結石と合併した報告例はきわめて少な

く，1929年Jacoby1）は6例を報告し，本邦において

は1907年内藤2）1939年原田ら3）の報告とつづぎ，佐

谷ら4）（1943）は5例を集計している（Tab1e 1）．

 1） 性別（Table 2）

 腎癌の発生にかんしてRichesら5）は上部尿路腫瘍

2，314例中男1，513例，女801例で男女比2：1，佐谷

らは男368例，女173例で男女比約2：1，大越ら6）は

腎腺癌405例中男298例，女107例で男女密約2．8：

1，佐藤ら7）は腎実質腫瘍65例中男52例，女22例で

男女比1．95：1と報告している．また結石において

はLowsley8）らは男女比3：2，稲田9）は男328例，

女93例男女比3．5：1，阿世知10）は男210例，女47

例男女比5：1と報告している．

Table 2．性   別

話発していると述べている．

 結石合併G腫瘍では40～60才代に好発しているこ

とは結石好発年令でなく腫瘍好発年令と一致してい

る．

 3） 患側（Table 4）

 Lucke＆Schlumberger14）は腎癌67例中，右32

例，左34例，両側1例，Bell15）は右172｛i U，左165例，

佐藤らは腎腫瘍において右36例，左42例，大越らは

Table 4．患   側

 右

 左

不 明

11

7

2

55％

35％

10％

男女 14

U

70％

R0％

計 20 i 100％

 結石合併G腫瘍も腎腫瘍，結石と同じように男14

例，女6例，男女比2．3：1で男性に多発している．

 2）年令（Table 3）

 赤坂11）は腎癌1，220例を集計し40～49才181例，

50～59才342例，60～69才314例，大越らは腎腺癌405

例中40～49才48例，50～59才128例，60～69才130

例と大部分40～60才代すなわち癌好発年令に発生し

Table 3．年 令

腎腺癌において左175例，右152例（1．15：1）とほ

とんど左右に差を認めないと報告している．また結石

においては稲田は腎結石421例にて右188例，左186

例，両側47例で左右差はほとんどないと報告してい

るが，結石合併G腫瘍は右11例，左7例，不明2例

で右側に好発していることは興味のあることである，

 4）症状（Table 5）

 腎癌の3大徴候は血尿，歯痛，腰部腫瘤で，結石の

3大徴候は前壷，血尿，結石排出であるが，結石合併

G氏腫瘍は血尿14例（43．8％），疹痛9例（28．1％），

尿閉3例（9．4％），腫瘤2例（6．3夕6）であり症状と

しては腎腫瘍の症状を呈している．

Table 5。主 訴

30
一
39 1 596

40
一
49 4 20％

50
一
59 9 45％

60
一
69 4 20％

70
一
79 2 10％

血    尿

疹；痛（腰痛・癌痛・腹部痛）

尿    閉

腫瘤・腫脹

胃 腸 症 弁

明    熱

排  尿  痛

倦  怠  感

計

ユ4

8

3

2

1

1

1

1

43． 8％

28．1％

9． 4％

6． 3％

3． 1％

3． 1％

3． 1％

3． 1％

32 1 ioo％

m－itny」L－zg一一一一L一：2馬

ていると報告している．また結石においてはPar－

menter12）は上部尿路結石345例中31～40才76例，41

～50才84例，51～60才54例，平均40．1才であると

し，稲田13）は尿路結石17，451例を集計し21～30才

5，139例，31～40才3，993例，41～50才3，024例，51

～60才2，115例と20才代に好発していると報告し，

阿世知も腎結石83例中21～30才20例，31～40才22

例｝41～与。才14例，與～oo才14例に2Q～3Qオ代に

 5）診断（Table 6）

 腎腫瘍（疑心をふくむ）と結石と診断された症例は

榊原ら16），北村17），古野ら18），竹内ら19），加藤らの

6例にすぎない．腎腫瘍と診断した症例は5例で，ま

た単に結石と診断した症例は3例である．

 われわれの症例においては単純X線写真にてサンゴ

状結石であったためIVPも施行せず，また細胞診も施

行せず，すぐ手術をおこなったことは岡ら （杉浦20））

も反省しているように秘聯鰍医とレて軽率であっな
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Table 6．臨床診断

30％
2s．e／．

20％

15％

5％

5％
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腎腫瘍 （含む疑）＋糸吉石

腎  腫  瘍

腎結石＋その他

腎  結  石

尿 管 腫 瘍

不    明

二jL一一一一上O Ioo％

 6）腫瘍と結石の関係

 腫瘍と結石が共存する場合に問題となる点は，両者

に相関関係があるか否かである，もし三関関係がある

ならばいずれかが一次的に発生したかということであ

る，

 Jacobyによれぽ結石の刺激により腫瘍が発生した

結石一次説，Remerte21）によれば腫瘍の発育により

腎門違杯の尿の通過障害をきたし，これにより結石を

発生し，また腎孟腎式内に脱落した腫瘍片や壊死組織

を核として結石をつくるといった腫瘍r二二である．

 また北村は腫瘍の腎戸山への突出により上腎杯の拡

張をきたし，結石は腫瘍の一部で，それが腎孟内に突

出せる上部に存し，尿の流下障害をきたし，リン酸石

灰の結石が二次的にできたものと推測し，また腫瘍の

急ぎさと結石の大きさを比較した場合，あまり差があ

ることなど合わせて考えると，結石が一次に発生した

ことは考えがたく，統計的観察からも両者の共存はき

わめて少ないことを考えると，結石が一一次的に発生し

たものとは考えがたいと報告している．

 Gtttgemannら22），原田らは腫瘍と結石の合併は偶

然の一致と報告しているが，われわれの症例では15年

前より結石を指摘されていることと，サンゴ状結石で

あることを考えると，結石による刺激や尿流出不良の

ため腎内に腫瘍が発生したと考えられる．またもし15

年前より腎腫瘍が存在していたら腫瘍がもっと大きく

なっていたか，他の臓器に転移をしていたと考えられ

ることより，結石一次説を支持したい．

文献的考察をおこなった．

 本症例は本邦20例目でサンゴ状結石としては2例

目であった．

 病理組織所見につきご教示くださった第2病理谷村昇講師

に感謝する。
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結 語

 われわれはサンゴ状結石を合併したGrawitz腫瘍

の1例を報告し，同時に本症についての統計的考察と


